
第 20 回マイガール(1991) 

 

＜あらすじ＞ 

父子家庭で育った 11 歳の多感な少女と幼なじみの少年との、友情と淡くて幼い恋を通して、少女の心の動き、

機微を爽やかに描く映画。 

 

＜スタッフ＞ 

監督：ハワード・ジーフ 

・メーン・イベント The Main Event (1979) 

・ライベート・ベンジャミン Private Benjamin (1980) 

・したいほど愛されて Unfaithfully Yours (1984) 

・リーム・チーム The Dream Team (1989) 

・マイ・ガール 2 My Girl 2 (1994) 

『マイ・ガール 2』公開後、パーキンソン病の進行を理由に映画監督を引退した。2009 年 2 月 22 日、ロサンゼ

ルスの病院で妻に看取られながら亡くなった。『プライベート・ベンジャミン』に出演した女優のゴールディ・

ホーンは、ジーフについて「（ジーフは）コメディ作品を作る特別な才能、永遠の貴重な才能を持っていた。私

が記憶し最も大切にするものは、彼のユーモアと笑いに対する愛です」とコメントしている。 

＜キャスト＞ 

マコーレー・カルキン：トーマス 

・いくつもの朝を迎えて See You in the Morning（1989 年） 

・おじさんに気をつけろ Uncle Buck（1989 年） 

・ジェイコブス・ラダー Jacob's Ladder（1990 年） 

・ホーム・アローン シリーズ Home Alone（1990-1992 年） 

・オンリー・ザ・ロンリー Only The Lonely（1991 年） 

・危険な遊び The Good Son（1993 年） - イライジャ・ウッドと共演。 

 マコーレーの妹クイン・カルキンも出演している。死んだ弟の写真にはロリー・カルキンが使われている。 

・リッチー・リッチ Ri¢hie Ri¢h（1994 年） 

・セイブド! Saved!（2004 年） 

1995 年に両親が別れ（元々結婚していなかったので離婚ではない）、マコーレーが稼いだ 1,700 万ドル（当時の

レートで約 17 億円）を巡って裁判を起こした。裁判は泥沼化し、1996 年にマコーレーは「父と母が裁判に決着

をつけるまで自分はどの作品にも出演しない」と俳優活動の休業を発表した。1997 年 2 月、裁判所が「マコー

レーの稼いだお金は家族ではなくマコーレーの会計士が管理するように」と命じ、同年の 4 月にマネジャーを務

めていた父親がすべてを放棄する形で裁判は終了した。裁判をきっかけに役者を引退することを決意し、『タイ

タニック』でレオナルド・ディカプリオが演じたジャック役のオファーも断った。 

 

アンナ・クラムスキー：ベーダ 

・おじさんに気をつけろ - Uncle Buck (1989) 

・マイ・ガール - My Girl (1991) 

・マイ・ガール 2 - My Girl 2 (1994) 

・マミーマーケット - Trading mom (1994) 

・ゴールド・ディガーズ/伝説の秘宝を追え! - Gold Diggers: The Secret of Bear Mountain (1995) 

・Eavesdrop (2008) 



子供の頃からモデルとして活動する。1991 年、『マイ・ガール』に出演し、子役スターとして人気を得たが、学

業に専念するために 1998 年に引退した。2002 年、シカゴ大学を卒業後はビジネスウーマンとして書籍関係の仕

事をしていたが、2005 年に女優をにカムバックした。その後はテレビを中心に女優を続けている。 

 

ダン・エイクロイド：ベーダの父ハリー(1977) 

・モンティ・パイソンの ザ・ラットルズ(1978) 

・1941(1979) 

・ブルース・ブラザース(1980) 

・トワイライトゾーン/超次元の体験(1983) 

・インディ・ジョーンズ/魔宮の伝説(1984) 

・ゴーストバスターズ(1984) 

・ドライビング Miss デイジー(1989) 

・ブルース・ブラザース 2000(1998) 

・恋するリベラーチェ（2013） 

・ゴーストバスターズ（2016） 

右目は緑、左目は茶色という虹彩異色症。一時期、キャリー・フィッシャーと婚約していた。1977 年の『ダン・

アイクロイドのひと目惚れ』で俳優として映画デビュー。ベルーシやエディ・マーフィ、チェビー・チェイスな

どアクの強い人とコンビを組むことが多く、存在が地味だが、『ブルースブラザーズ』、『ゴーストバスターズ』、

『スパイ・ライク・アス』などの名作コメディ映画の脚本を手懸ける才人としても知られる。1981 年に『ブル

ース・ブラザース』のプロモーションでベルーシと共に来日も果たした。その際には、ベルーシと共に吉祥寺の

ライブハウスも訪れている。 

 

受賞歴 

・MTV ムービー・アワード 

・ベスト・キス賞（アンナ・クラムスキー、マコーレー・カルキン）受賞 

・最優秀新人演技賞（アンナ・クラムスキー）ノミネート 

・最優秀スクリーン・デュオ賞（アンナ・クラムスキー、マコーレー・カルキン）ノミネート 

・シカゴ映画批評家協会賞 

・最も有望な女優賞（アンナ・クラムスキー）ノミネート 

・キッズ・チョイス・アワード 

・最も好きな映画賞ノミネート 

・ヤング・アーティスト・アワード 

・最優秀期待の新人賞（アンナ・クラムスキー）受賞 

・最優秀ファミリー映画賞ノミネート 


